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１０
月
１
日

青青
森森
市市
がが
中中
核核
市市

２２
市市
でで
編編
入入
合合
併併

全
国
市
議
会
議
長
会
な
ど
地
方

六
団
体
は
１０
月
２
日
、
東
京
・
都

道
府
県
会
館
で
新
地
方
分
権
構
想

検
討
委
員
会
（
委
員
長
�
神
野
直

彦
・
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
を

開
き
、
本
会
の
国
松
誠
会
長
（
藤

沢
市
議
会
議
長
）
ら
六
団
体
の
各

代
表
と
各
委
員
が
第
二
期
分
権
改

革
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

委
員
会
に
出
席
し
た
本
会
の
国

松
会
長
は
、
新
政
権
が
発
足
し
た

現
時
点
に
お
い
て
、
「
地
方
六
団

体
と
し
て
地
方
分
権
の
推
進
に
つ

い
て
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
べ

き
」
と
強
調
し
た
。
そ
の
上
で
、

最
終
報
告
書
を
ま
と
め
る
に
当
た

り
、
「
着
実
な
分
権
改
革
の
推
進

が
図
れ
る
よ
う
具
体
的
な
道
筋
を

示
し
て
ほ
し
い
」
と

意
見
を
述
べ
た
。

こ
の
ほ
か
会
議
で

は
、
六
団
体
の
各
代

表
が
、
三
位
一
体
改

革
や
市
町
村
合
併
後

の
現
状
な
ど
地
方
の

実
態
を
報
告
し
、
分

権
改
革
を
進
め
て
い

く
上
で
の
課
題
に
つ

い
て
委
員
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

同
委
員
会
は
、
六

団
体
で
構
成
す
る
地

方
自
治
確
立
対
策
協

議
会
が
本
年
１
月
に

設
置
し
た
も
の
で
、

学
識
経
験
者
ら
１６
人

で
構
成
。
平
成
１９
年

度
以
降
に
お
け
る
分

権
型
社
会
の
ビ
ジ
ョ

ン
の
提
言
や
、
国
の

分
権
改
革
推
進
論
議

を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
国
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
５
月
に
は

「
分
権
型
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

中
間
報
告
を
ま
と
め
六
団
体
に
提

出
。
こ
の
報
告
書
を
踏
ま
え
六
団

体
は
、
７
つ
の
提
言
を
盛
り
込
ん

だ
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る

意
見
書
」
を
、
６
月
に
内
閣
・
国

会
へ
提
出
し
て
い
る
。

今
後
、
委
員
会
で
は
、
中
間
報

告
以
降
の
委
員
の
意
見
や
提
出
資

料
を
基
に
議
論
を
重
ね
、
１１
月
に

も
最
終
報
告
書
案
を
と
り
ま
と
め

る
予
定
と
し
て
い
る
。

１０
月
１
日
、
青
森
市
が
「
中
核

市
」
に
移
行
し
、
全
国
の
中
核
市

数
は
３７
市
と
な
っ
た
。

中
核
市
の
要
件
は
人
口
３０
万
人

以
上
で
あ
る
こ
と
。
面
積
要
件
に

つ
い
て
は
地
方
自
治
法
の
改
正
に

よ
り
、
平
成
１８
年
６
月
７
日
以
降

廃
止
さ
れ
た
。
青
森
市
は
昨
年
４

月
１
日
に
浪
岡
町
と
合
併
し
、
人

口
約
３１
万
７
千
人
と
な
っ
た
。

同
日
の
１０
月
１
日
、
群
馬
県
高

崎
市
に
榛
名
町
が
、
福
岡
県
八
女

市
に
上
陽
町
が
編
入
合
併
し
た
。

２
市
の
概
要
は
次
の
と
お
り

編
入
合
併
し
た
市

本
会
な
ど
地
方
六
団
体
は
９
月

２６
日
、
安
倍
新
内
閣
の
発
足
に
当

た
り
、
地
方
分
権
改
革
の
更
な
る

推
進
を
求
め
る
会
長
連
名
の
共
同

声
明
を
発
表
し
た
。

声
明
で
は
、
新
政
権
発
足
に
伴

う
連
立
政
権
合
意
で
、
地
方
分
権

の
推
進
が
重
点
政
策
課
題
の
一
つ

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
政
権
の
下
、
地
方
自
治
の
充
実

や
地
方
分
権
改
革
に
一
層
強
力
に

取
り
組
む
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

改
革
に
当
た
っ
て
は
、
安
倍
総

理
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
、
�
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の

見
直
し
�
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限

の
移
譲
�
税
源
移
譲
を
含
め
た
税

源
配
分
の
見
直
し
�
国
の
関
与
、

国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
小

�
国
と
地
方
の
二
重
行
政
の
整
理

に
よ
る
行
政
の
簡
素
化
―
―
な
ど

の
改
革
を
一
体
的
に
進
め
る
べ
き

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
改
革
を
進
め

る
た
め
、
六
団
体
が
９
月
１５
日
に

政
府
に
提
示
し
た
「
地
方
分
権
改

革
推
進
法
（
仮
称
）
」
骨
子
案
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
そ
の
早
期
制
定

を
強
く
求
め
て
い
る
。

（
六
団
体
の
共
同
声
明
は
、
２
面

に
掲
載
）

▽
高
崎
市
（
群
馬
県
）

合
併
日

１０
月
１
日

合
併
関
係
市
町
村

高
崎
市
、
榛
名
町

議
員
定
数
１
１
２
人
（
在
任
特
例
）

▽
八
女
市
（
福
岡
県
）

合
併
日

１０
月
１
日

合
併
関
係
市
町
村

八
女
市
、
上
陽
町

議
員
定
数

３０
人
（
在
任
特
例
）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1630・31号１０月１５日平成18年
（2006年）

１０月１５日現在の市数
８０２市

うち
指定都市 １５市
中核市 ３７市
特例市 ３９市
一般市 ６８８市
特別区 ２３区

分分
権権
改改
革革
のの
推推
進進
なな

どど

議議
論論

地方六団体

新
地
方
分
権
構
想
検
討
委
員
会
開
く安安

倍倍
新新
内内
閣閣
へへ
六六
団団
体体
声声
明明

分
権
改
革
推
進
法
の
早
期
制
定
を

委員会で意見を述べる国松会長（藤沢市、右端）

大竹 邦実

（１） 平成１８年１０月１５日 第１６３０・３１号
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議

会

人

事

電
話
番
号
お
知
ら
せ

総
務
省
は
１０
月
５
日
、
東
京
・

全
国
町
村
会
館
で
「
平
成
１８
年
度

市
町
村
長
及
び
市
町
村
議
会
議
長

総
務
大
臣
表
彰
式
」
を
行
っ
た
。

こ
の
表
彰
は
、
市
区
町
村
の
首

長
と
し
て
通
算
２０
年
以
上
、
地
方

議
会
議
長
と
し
て
通
算
１２
年
以
上

在
職
し
、
地
方
自
治
の
発
展
に
功

労
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に

贈
ら
れ
る
も
の
。
本
年
度
は
、
市

町
村
長
１２
人
、
町
村
議
会
議
長
３

人
が
表
彰
さ
れ
た
。
な
お
、
市
議

会
議
長
と
し
て
の
表
彰
該
当
者
は

な
か
っ
た
。

当
日
は
、
菅
義
偉
・
総
務
大
臣

の
代
理
と
し
て
出
席
し
た
大
野
松

茂
・
同
副
大
臣
が
式
辞
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
被
表
彰
者
へ
表
彰
状

と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
佐
藤
勉
・
衆
議
院

総
務
委
員
長
、
山
内
俊
夫
・
参
議

院
総
務
委
員
長
ら
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
の
ち
、

河
野
洋
平
・
衆
議
院
議
長
、
扇
千

景
・
参
議
院
議
長
ら
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
祝
電
の
披
露
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
当
日
は
本
会
か
ら
、
副

会
長
の
藤
沢
昭
男
・
岐
阜
市
議
会

議
長
が
来
賓
と
し
て
式
典
に
出
席

し
た
。

新内閣発足に当たっての共同声明

本日、安倍新内閣が発足した。
今後は、地方力を活かして地域を活性化させ、中央と地方の
格差を是正し、国と地方が力を合わせて国全体が活力を持つ日
本をつくっていくべきであり、そのためには、地方分権改革の
推進により地方の自己決定権を確立することが不可欠である。
安倍内閣総理大臣は、地方分権に向けた改革に終わりはなく、
「地方にできることは地方に」との方針の下、さらに一層地方
分権を推進し、真の地方の自立と責任を確立するための取り組
みを行っていきたいとされている。
また、新政権発足に伴う連立政権合意においても、地方分権
の推進が重点政策課題の一つとして位置づけられたところであ
る。
今後、新政権においては、地方自治の充実、地方分権改革に
一層強力に取り組むことを強く期待するものである。
改革にあたって、安倍総理の強力なリーダーシップの下、�
国と地方の役割分担の見直し、�国から地方への権限の移譲、
�税源移譲を含めた税源配分の見直し、�国の関与、国庫補助
負担金の廃止・縮小、�国と地方の二重行政の整理による行政
の簡素化、�地方の固有財源である地方交付税の「地方共有税」
への改革、�国と地方の代表者等が協議する「地方行財政会議」
の設置などの改革を一体的に進めるべきである。
こうした改革を進めるため、我々地方六団体が先にとりまと
めた「地方分権改革推進法（仮称）」骨子案の趣旨を踏まえ、
その早期制定を強く求めるものである。

平成１８年９月２６日 地方六団体

本
会
の
国
松
誠
会
長
（
藤
沢
市

議
会
議
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
六
団
体
代
表
は
１０
月
６
日
、
国

会
や
自
由
民
主
党
本
部
、
衆
議
院

第
一
議
員
会
館
を
訪
問
し
、
与
党

新
役
員
就
任
に
対
す
る
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
。

こ
の
訪
問
は
、
自
由
民
主
党
の

新
総
裁
へ
安
倍
晋
三
・
前
内
閣
官

房
長
官
が
９
月
２０
日
に
就
任
し
た

の
ち
、
新
た
な
与
党
の
主
要
役
員

人
事
が
決
定
し
た
こ
と
に
伴
い
行

わ
れ
た
も
の
。

当
日
は
、
自
由
民
主
党
の
中
川

秀
直
・
幹
事
長
、
丹
羽
雄
哉
・
総

務
会
長
、
中
川
昭
一
・
政
務
調
査

会
長
、
青
木
幹
雄
・
参
議
院
議
員

会
長
、
片
山
虎
之
助
・
参
議
院
幹

事
長
、公
明
党
の
太
田
昭
宏
・
代

表
、斉
藤
鉄
夫
・
政
務
調
査
会
長
、

北
側
一
雄
・
幹
事
長
と
面
談
し

た
。六

団
体
の
各
代
表
は
、
か
ね
て

よ
り
早
期
制
定
を
強
く
求
め
て
い

た
「
地
方
分
権
改
革
推
進
法
（
仮

称
）」の
動
向
な
ど
、安
倍
政
権
下

に
お
け
る
今
後
の
地
方
分
権
改
革

の
推
進
等
に
関
し
て
懇
談
し
た
。

産
炭
振
協
が
総
会

今
後
の
運
営
な
ど
協
議

全
国
市
議
会
議
長
会
産
炭
地
域

振
興
協
議
会
（
会
長
�
藤
田
次
夫

・
大
牟
田
市
議
会
議
長
）
は
１０
月

５
日
、
大
牟
田
市
で
総
会
を
開

催
。
開
催
市
の
古
賀
道
雄
市
長
の

あ
い
さ
つ
の
の
ち
、
平
成
１７
年
度

会
計
決
算
の
承
認
を
得
て
、
今
後

の
運
営
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
資
源
・
燃
料
部
の
谷
明
人
・

石
炭
課
長
が
「
産
炭
地
域
振
興
対

策
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

▼
議
長

▽
柏

山
沢
啓
伸
（
９
・
１
）

▼
副
議
長

▽
柏

塚
田
裕
也
（
９
・
１
）

▼
局
長

▽
射
水

荒
川
秀
次
（
９
・
１
）

▽
加
賀

小
池

衞
（
９
・
１
）

▽
南
島
原

中
村
博
史
（
９
・
１
）

▽
大
口

元
田
多
壽
子（
９
・
１
）

本
会
の
調
査
広
報
部
内
に
旬
報

用
直
通
電
話
を
設
置
し
ま
し
た
。

TEL
０
３
（
３
２
６
２
）
２
３
０
９

与与党党新新役役員員をを訪訪問問
主要役員人事決定で―六団体

１８年度

総総
務務
大大
臣臣
表表
彰彰
１１５５
人人

市
町
村
議
長
１２
年
以
上
・
首
長
２０
年
以
上
で

来賓として列席する本会副会長の
藤沢岐阜市議長（左端）

中川幹事長と面談する六団体代表。
右から２人目は国松会長

第１６３０・３１号 平成１８年１０月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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  退職者医療
（経過措置）

前
期
高
齢
者

後
期
高
齢
者

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����

前
号
に
引
き
続
き
、
７
月
中
旬
以
降
に
開
か
れ
た
本
会
の
各
委
員

会
で
行
わ
れ
た
講
演
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

１
�
は
じ
め
に

６
月
に
成
立
し
た
医
療
制
度
改

革
関
連
法
は
、
持
続
可
能
な
医
療

保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
、

「
医
療
費
適
正
化
の
総
合
的
な
推

進
」
と
「
新
た
な
高
齢
者
医
療
制

度
の
創
設
」
を
柱
と
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
医
療

費
自
体
は
伸
び
ざ
る
を
得
な
い

中
、
こ
れ
ま
で
の
改
革
で
は
患
者

負
担
の
増
加
等
に
よ
る
短
期
的
抑

制
策
が
中
心
だ
っ
た
が
、
今
回
の

改
革
で
は
、
で
き
る
限
り
医
療
費

を
効
率
化
し
抑
制
を
図
る
。

２
�
医
療
費
適
正
化
の
総
合
的
な

推
進医

療
費
増
加
の
主
要
因
は
老
人

医
療
費
の
増
加
で
、
高
齢
者
は
現

役
世
代
の
人
と
比
べ
５
倍
の
医
療

費
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

原
因
は
、
▽
生
活
習
慣
病
で
あ
る

糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
高
脂
血
症

の
患
者
・
予
備
群
の
増
加
に
よ
る

外
来
医
療
費
の
増
加
▽
生
活
習
慣

病
の
悪
化
に
伴
う
入
院
医
療
費
の

増
加
―
―
に
あ
る
。

こ
の
改
革
で
は
、「
生
活
習
慣

病
」
と
「
入
院
期
間
の
長
さ
」
が

医
療
費
増
加
の
要
因
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
、
施
策
を
展
開

す
る
。
具
体

的
に
は
、
都

道
府
県
を
中

心
に
、
国
と

都
道
府
県
で

２０
年
度
を
初

年
度
と
す
る

医
療
費
適
正

化
計
画
を
作

成
。
政
策
目

標
を
掲
げ
、

医
療
費
の
伸

び
の
適
正
化
を
図
る
。

３
�
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
の

創
設現

行
の
高
齢
者
医
療
制
度
で

は
、
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
国
民

健
康
保
険
や
被
用
者
保
険
に
加
入

し
つ
つ
、
市
町
村
が
運
営
す
る
老

人
保
健
制
度
に
も
加
入
し
、
給
付

を
受
け
て
い
る
。
こ
の
老
人
保
健

制
度
は
、
公
費
と
各
保
険
者
か
ら

の
拠
出
金
で
運
営
し
て
い
る
。

２０
年
度
以
降
こ
の
制
度
は
、
７５

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
対
象
の
独

立
し
た
医
療
制
度
と
し
て
創
設
。

ま
た
、
６５
〜
７４
歳
の
前
期
高
齢
者

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
国
民
健

康
保
険
や
被
用
者
保
険
に
加
入

し
、
保
険
者
間
の
医
療
費
負
担
の

不
均
衡
を
調
整
す
る
（
表
）。

特
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
単
位
で

全
市
町
村
の

加
入
す
る
広

域
連
合
が
運

営
主
体
と
な

る
。
財
源
は

患
者
負
担
を

除
き
、
公
費

（
約
５
割
）
、

現
役
世
代
か

ら
の
支
援

（
約
４
割
）
、

高
齢
者
保
険

料
（
１
割
）
で
構
成
す
る
。

同
制
度
施
行
ま
で
の
流
れ
は
、

広
域
連
合
設
立
期
限
が
１９
年
３
月

ま
で
の
た
め
、
▽
都
道
府
県
関
与

の
設
立
準
備
委
員
会
を
８
〜
９
月

に
設
置
▽
市
町
村
と
規
約
等
の
事

前
協
議
▽
市
町
村
の
１２
月
議
会
で

規
約
を
議
決
▽
１９
年
１
月
に
広
域

連
合
設
立
▽
同
２
月
に
広
域
連
合

の
長
や
議
員
の
選
挙
▽
同
３
月
に

広
域
連
合
議
会
で
組
織
や
人
事
等

の
条
例
制
定
―
―
な
ど
が
標
準
的

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

厳
し
い
制
約
の
中
、
皆
様
方
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

１
�
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
概
要

家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る

ご
み
の
中

で
、
容
器
包

装
廃
棄
物
が

容
積
ベ
ー
ス

で
約
６
割
を

占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、

リ
サ
イ
ク
ル

の
促
進
を
図

る
こ
と
に
よ
り
「
廃
棄
物
の
減
量

化
」
「
資
源
の
有
効
利
用
」
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

対
象
と
な
る
の
は
、
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
�
ス
チ
ー
ル
缶
�
ア

ル
ミ
缶
�
ガ
ラ
ス
び
ん
�
段
ボ
ー

ル
�
紙
パ
ッ
ク
�
紙
製
容
器
包
装

�
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
�
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
―
―
の
８
種
類
。

こ
の
う
ち
ガ
ラ
ス
び
ん
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
（
９
年
４
月
か
ら
）
、
紙

製
容
器
包
装
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
（
１２
年
４
月
か
ら
）
の

４
種
類
は
、
事
業
者
の
再
商
品
化

義
務
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

２
�
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

の
見
直
し

�
排
出
抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み

の
促
進

排
出
抑
制
に
向
け
た
基
本
的
な

方
向
を
国
と
し
て
示
し
た
上
で
、

消
費
者
の
意
識
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
排
出
の
抑
制
を
促
進
す
る

た
め
の
事
業
者
（
小
売
業
者
等
）

の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
。

こ
の
た
め
に
、
法
律
の
目
的
や

基
本
方
針
等
に
排
出
抑
制
の
促
進

に
か
か
る
規
定
を
追
加
す
る
と
と

も
に
、
消
費
者
の
意
識
向
上
・
事

業
者
と
の
連
携
を
図
る
た
め
の
取

り
組
み
を
行
う
。

ま
た
、
事
業
者
の
自
主
的
取
り

組
み
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
と

し
て
、
容
器
包
装
使
用
の
合
理
化

に
関
す
る
「
判
断
の
基
準
と
な
る

事
項
」
を
主
務
大
臣
が
策
定
。
こ

れ
に
基
づ
き
事
業
者
に
対
す
る
指

導
・
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
容

器
包
装
の
使
用
量
や
取
り
組
み
の

実
施
状
況
の
定
期
報
告
を
義
務
づ

け
る
。
そ
の
上
で
、
取
り
組
み
が

著
し
く
不
十
分
な
事
業
者
に
対
し

て
は
、
勧
告
・
公
表
・
命
令
の
措

置
を
設
け
る
と
と
も
に
、
命
令
違

反
に
対
す
る
罰
則
を
設
け
る
。

�
事
業
者
が
市
町
村
に
資
金
を
拠

出
す
る
仕
組
み
の
創
設

市
町
村
に
お
け
る
▽
異
物
の
除

去
▽
消
費
者
へ
の
適
正
な
分
別
排

出
の
徹
底
等
に
よ
る
分
別
基
準
適

合
物
の
質
的
向
上
―
―
な
ど
の
取

り
組
み
と
、
事
業
者
に
お
け
る
▽

容
器
包
装
の
使
用
の
合
理
化
▽
再

商
品
化
手
法
の
高
度
化
―
―
な
ど

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
再
商
品
化

に
当
た
っ
て
の
質
の
向
上
や
コ
ス

ト
の
削
減
な
ど
の
合
理
化
・
効
率

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業

者
が
市
町
村
に
対
し
資
金
を
拠
出

す
る
仕
組
み
を
創
設
す
る
。

再
商
品
化
費
用
の
効
率
化
に
寄

与
す
る
要
因
は
、
市
町
村
と
事
業

者
そ
れ
ぞ
れ
が
リ
サ
イ
ク
ル
の
効

率
化
に
取
り
組
ん
だ
努
力
の
結
果

で
あ
る
た
め
、
事
業
者
か
ら
市
町

村
へ
効
率
化
分
の
２
分
の
１
の
額

を
拠
出
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
７
月
２６
日
の
社
会
文
教
委
員
会

で
の
講
演
よ
り
）

社
会
文
教
委
員
会

本会

各各
委委
員員
会会
でで
のの
講講
演演
要要
旨旨
�５�

医
療
制
度
改
革

厚
生
労
働
省
保
険
局
総
務
課

老
人
医
療
企
画
室
長

�
谷

浩
樹

氏

容器包装リサイクル制度
の見直し
環境省廃棄物・リサイクル
対策部リサイクル推進室長 藤井 康弘 氏

（３） 平成１８年１０月１５日 第１６３０・３１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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若
者
が
夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ

四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
は
Ｎ

Ｐ
Ｂ
（
一
般
的
に
プ
ロ
野
球
と
い

わ
れ
る
日
本
プ
ロ
野
球
機
構
、
四

国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
も
厳
密
に

言
え
ば
プ
ロ
野
球
で
あ
る
）
に
行

き
た
い
若
者
を
集
め
、
指
導
・
育

成
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
送
り
出
す
リ
ー

グ
で
あ
る
。
四
国
４
県
に
４
チ
ー

ム
（
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク

ス
、
香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー

ズ
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー

ツ
、
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ

グ
ス
）
あ
り
、
２
０
０
５
年
４
月

か
ら
ゲ
ー
ム
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

設
立
動
機
は
、ま
ず
、プ
ロ
野
球

を
目
指
す
若
者
は
全
国
に
何
十
万

人
と
い
る
。そ
の
中
、プ
ロ
野
球
選

手
が
８
０
０
名
前
後
で
、
毎
年
ド

ラ
フ
ト
指
名
に
よ
り
、
１
年
で
９０

名
し
か
プ
ロ
に
行
け
な
い
と
い
う

構
図
は
少
し
お
か
し
い
。ま
た
、社

会
人
野
球
が
衰
退
し
、
企
業
ス
ポ

ー
ツ
の
チ
ー
ム
数
が
減
少
、
優
秀

な
選
手
の
供
給
源
が
減
り
、
プ
ロ

野
球
界
の
レ
ベ
ル
低
下
を
招
い
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
認
識

し
、
若
者
が
野
球
を
す
る
場
、
夢

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
場
が
必
要
だ

と
強
く
思
い
、
リ
ー
グ
を
設
立
し

た
。
こ
の
点
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
を
目
指

す
若
者
に
対
し
、
登
竜
門
と
し
て

の
選
択
肢
は

作
り
得
た
と

い
う
手
ご
た

え
が
あ
る
。

ま
た
、
団

体
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、

倫
理
観
・
道

徳
観
が
構
築

さ
れ
て
い
っ

た
時
代
が
あ

っ
た
。
日
本

の
世
直
し
に
は
ス
ポ
ー
ツ
が
有
効

な
手
段
の
ひ
と
つ
と
思
っ
た
。

さ
ら
に
、
経
済
効
果
で
あ
る
。

こ
の
リ
ー
グ
が
で
き
た
こ
と
で
、

四
国
に
も
た
ら
す
経
済
効
果
は
お

よ
そ
１５
億
円
と
算
出
さ
れ
た
。

マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
四
国
を
全

国
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
四
国
の
地
域

活
性
化
、
四
国
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

に
貢
献
。
選
手
１
０
０
名
の
う

ち
、
地
元
出
身
は
１０
名
前
後
。
家

族
が
、
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る

た
め
に
四
国
に
来
る
。
隣
近
所
や

親
戚
を
集
め
て
ゲ
ー
ム
を
見
て
、

温
泉
に
入
り
、
う
ど
ん
を
食
べ
て

帰
っ
て
い
く
。
観
光
面
で
も
寄
与

で
き
て
い
る
の
で
は
と
思
う
。

昨
年
１０
月
に
リ
ー
グ
戦
が
終
了

し
、
色
々
な
方
々
か
ら
お
礼
や
励

ま
し
を
い
た
だ
い
た
。
県
民
、
市

民
に
力
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
と
思
う
。

地
域
社
会
に
貢
献
も

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に

は
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
と
い
い
、
選
手
に
就

業
体
験
を
積
ま
せ
て
い

る
。
あ
る
者
は
農
家
に
行
っ
て
も

ら
っ
た
。
ま
た
、
土
日
を
中
心
に
、

地
元
の
子
供
た
ち
に
野
球
教
室
を

開
い
て
お
り
、
青
少
年
の
健
全
育

成
を
図
れ
れ
ば
と
思
う
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
下
校
時
の
児

童
の
殺
傷
事
件
、
ま
た
は
児
童
の

傷
害
事
件
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
校
門
か
ら
等

間
隔
で
選
手
が
立
ち
、
見
回
り
隊

と
い
う
形
で
地
元
に
貢
献
し
て
い

る
。
職
場
の
仲
間
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
子
供
や
保
護
者
、
色
々
な
方

々
と
の
交
流
を
図
り
地
域
に
密

着
。
野
球
事
業
で
四
国
の
地
域
振

興
あ
る
い
は
産
業
振
興
に
な
れ
ば

い
い
。

定
住
構
想
な
ど
今
後
の

ビ
ジ
ョ
ン

野
球
で
四
国
に
た
く
さ
ん
の
人

を
集
め
た
い
。
今
、
四
国
４
県
の

人
口
は
４
１
０
万
人
で
、
将
来
的

に
人
口
が
減
っ
て
い
く
。
ま
た
、

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
第
一
次
産

業
に
従
事
す
る
労
働
力
が
減
っ
て

い
る
。
な
ら
ば
、
四
国
に
野
球
人

を
た
く
さ
ん
集
め
、
第
一
次
産
業

に
従
事
さ
せ
よ
う
と
思
う
。

団
塊
世
代
の
方
々
に
Ｉ
・
Ｕ
タ

ー
ン
で
四
国
に
来
て
も
ら
い
、
空

農
地
で
生
活
し
て
も
ら
う
。
東
京

等
の
大
都
市
圏
で
培
っ
た
知
識
を

地
元
の
子
供
達
に
伝
え
、
足
り
な

い
労
働
力
は
う
ち
の
野
球
人
を
提

供
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
で
町
お
こ
し

官
と
民
の
協
力
で

ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
・
祭
り
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
人
集

め
で
き
な
い
か
と
思
う
。
人
集
め

に
は
、若
者
と
老
人
で
あ
る
。長
寿

社
会
に
入
り
、
高
齢
の
方
で
ス
ポ

ー
ツ
を
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
行
政
が
中
心
と
な
り
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
立
ち
上

が
っ
て
い
る
話
も
聞
い
て
い
る
。

今
、
学
校
の
ル
ー
ル
や
偏
狭
な

教
育
的
見
地
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
が

難
し
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
子

供
を
早
く
か
ら
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
に
入
れ
、
一
般
社
会
の
ル

ー
ル
の
中
で
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
他
人
の
子

供
を
教
育
し
て

い
く
。
そ
う
い

う
環
境
が
必
要

な
の
で
は
と
い
う
気
が
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
元
気
な
町
を

つ
く
り
、
健
康
な
人
づ
く
り
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
。
ス
ポ
ー
ツ
団

体
を
地
域
に
持
つ
意
義
を
示
し
た

い
。
大
企
業
が
な
く
て
も
、
地
元

の
方
々
や
企
業
に
支
え
て
も
ら
う

仕
組
み
を
考
え
て
い
け
ば
い
い
。

ス
ポ
ー
ツ
で
町
お
こ
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
産
業
と
し
て
、
官
と
民
の
協

力
で
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
を
構
築

し
て
い
く
時
代
が
来
て
い
る
。
キ

ー
ワ
ー
ド
は「
地
域
」。
地
域
で
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
が
産
業
に
な
っ

て
い
く
可
能
性
は
高
い
。
必
要
な

も
の
は
後
か
ら
集
め
れ
ば
い
い
。

自
分
が
未
熟
者
だ
と
認
識
す
る

こ
と
で
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
が
切

れ
た
。
自
分
の
頑
張
り
で
相
手
の

行
動
も
変
え
ら
れ
る
。
信
用
と
は

努
力
で
、
生
き
る
姿
な
の
だ
と
い

う
こ
と
を
、
野
球
事
業
を
通
じ
て

感
じ
た
。
多
く
の
方
が
夢
を
持

ち
、
語
る
べ
き
だ
。
夢
が
溢
れ
る

く
ら
い
、
大
き
な
声
で
。
で
き
る

こ
と
を
で
き
る
範
囲
で
、
そ
の

町
、
地
域
、
県
に
、
自
分
に
何
が

で
き
る
ん
だ
と
。
一
歩
で
も
半
歩

で
も
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
。

四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
、
四

国
の
方
々
に
愛
さ
れ
る
よ
う
、
地

元
の
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

受
け
と
め
ら
れ
る
よ
う
、
性
根
を

入
れ
て
戦
っ
て
い
き
た
い
。

（
担
当
・
都
市
行
政
問
題
研
究
会
）

石毛宏典（いしげひろみち）氏 プロフィール
１９８１年に西武ライオンズにドラフト１
位入団し、新人王を獲得。その後、日本
シリーズでＭＶＰを獲得するなど西武在
籍中に、１１度のリーグ優勝に貢献。オリ
ックスブルーウェーブ（現オリックス・
バファローズ）の監督を経て、２００４年４
月に四国アイランドリーグを設立。代表
として野球界発展に尽力。現在に至る。

去
る
８
月
２４
日
開
催
の
都
市
行
政
問
題
研
究
会
第
８４
回
総
会
に
お

け
る
、
石
毛
宏
典
・
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
代
表
（
元
西
武
ラ
イ

オ
ン
ズ
内
野
手
）
の
講
演
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
講
演
録
に

つ
い
て
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中
。

「「
四四
国国
アア
イイ
ララ
ンン
ドド
リリ
ーー
ググ
のの
挑挑
戦戦
」」

〜〜
地地
域域
活活
性性
化化
のの
起起
爆爆
剤剤
〜〜

四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
代
表

石
毛
宏
典

氏

第１６３０・３１号 平成１８年１０月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報


	1面
	2面
	3面
	4面

